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２．シャコ初期生態調査

伊勢市漁協有滝支所所属及び鈴鹿市漁協若松支所所属

の小型機船底曳網漁船の操業時の投棄物を入手し，投棄

物中に混在するシャコの小型個体の出現状況について調

査した。１曳網あたりの投棄物中に混在する，市場価値

の低い体長100㎜以下のシャコの個体数は８～10月に多

かった（図４）。一曳網あたりの投棄尾数が10,000尾を

越えることもあり，こうした不合理漁獲の回避手法の検

討とともに，成長等の生態的知見の解明が必要であると

考えられた。

投棄物中のサンプルに加え，傭船調査によって得られ

たシャコのサンプルについて，生殖腺の発達状況につい

て調べた。生殖腺熟度指数（生殖腺重量／体重×100）

は４，５月にピークがみられ，同時期の産卵が推測され

た（図５）。また，４，５月には性比の偏りがみられ，

雄の割合が高く（雄／雌：2.3～３）なった。既往の知

見によれば産卵期の雌は巣穴にこもることが知られてい

ることから，この偏りは産卵期と関係している可能性が

考えられた。

図３ イカナゴ漁業により混獲されたレプトセファルス

幼生の尾数（2003年新仔漁期，三重県水揚げ分）

図４ 底曳網投棄物中のシャコ混獲尾数の推移（１曳網

あたり）

図５ 底曳網で漁獲されたシャコの生殖腺熟度指数の推

移（2004年）


